
令和 7年度 NIFS競技会 要項 

 

１. 主催      鹿屋体育大学陸上競技部 

２. 会場      鹿屋体育大学陸上競技場 

３. 期日      2025年 7月 19日（土）～7月 20日（日）  

４. 参加資格    2025年度日本陸上競技連盟登記・登録者であること。 

５. 競技規則    2025年度日本陸上競技連盟規則及び本大会要項に基づいて行う。 

６. 参加申し込みについて 

（1）方法 

本競技会に参加を希望する者は本学 HPにリンクを開設している NISHIの NANS21V のインターネット申し込みよ

り、所定の方法にて申し込みを行う。 

（2）申込期限   2025 年 7月 4 日(金)16:00までとする。 

（3）参加料   

 

 ゼッケンをお忘れの場合、紙ゼッケンを貸し出します。（100 円）。 

（4）支払方法 大会本部（受付）にての当日お支払い 

（5）留意事項  

①申込後の参加料の返金はしない。 

②参加料のないものは受理しない。 

③申込期限を過ぎたものに関しては記載しない。 

④本競技会で使用するナンバーカードは、登録時に与えられた登録番号とし、各自で用意すること。 

（本年度のナンバーカードが出来るまでは、昨年度のナンバーカードを使用する。） 

⑤当日エントリーについて 

 当日のエントリーを希望する者は、原則上記料金を対象の競技開始時刻 1時間前までに受付に支払 

の上、用紙の記入を必要とする。事前に他者のエントリーの無い種目を新たに追加することはしない。 

⑥リレー種目について 

リレー種目のエントリーについては、個人種目でエントリーをされている競技者で構成されたチーム

のみエントリーを認める。オーダー用紙は競技開始 1時間前までに記入の上、受付に提出すること。 

⑦走高跳・棒高跳のバーの上げ方について 

(1) 走高跳・棒高跳のバーの上げ方は，原則以下の通りとする(ただし，競技者数や天候等の状況に

より変更することもある)。 

※開始の高さは変更致しませんので、ご了承の上お申し込みください。 



 ▼ 

 (2) 公式練習について 

  ① 公式練習は，原則ゴムバーで実施する。 

  ② 競技開始の 10 分前までに，各自任意の高さで跳躍練習を実施する。 

 

⑧フィールド競技（走高跳・棒高跳を除く）の試技について 

・参加者が 8人以上の場合 

前半 3回の試技が許され、その中の有効試技の記録で上位 8人には，さらに後半 3回の試技が許される。 

・参加者が 8人未満の場合 

前半後半合わせて 6回の試技が許される。 

⑨本競技会における投擲種目の記録計測については、前半の試技３投の中で最も記録の良いものを１投 

計測する。その後、後半の試技３投で記録を伸ばした場合にさらにもう１投を計測する。 

 

７. 記録認定証    

競技会参加者で記録の認定を希望する者は、競技会終了時に大会本部（受付）に申し出ること。１種目（１

部）３００円で認定証を交付する。 

 

８. その他 

 （１） 競技会中の事故に対しての応急処置は行うが、主催者は一切の責任を負わない。 

 （２） スポーツ傷害保険に加入しておくこと。 

 （３） 問合せ 

    鹿屋体育大学陸上競技場                        TEL/Fax 0994-46-4920 

  鹿屋体育大学陸上競技部 競技会担当主任 田邊海士  (Mail:)s231078@sky.nifs-k.ac.jp 

 

 

 

 

 

 

 

種目 種別 1 2 3 4 以降

男子 1m50 1m60 1m70 1m80 5㎝

女子 1m20 1m30 1m40 1m50 5㎝

種目 種別 1 2 3 4 以降

男子 3m70 4m00 4m30 4m60 10cm

女子 2m70 3m00 3m30 3m60 10cm

走高跳

棒高跳



●実施可能種目 

[男子 19種目] 

100m・200m・400m・800m・1500m・5000ｍ・110mH・400mH・3000mSC・4×100ｍＲ・4×400mR 

走高跳・走幅跳・三段跳・棒高跳※ 

砲丸投・円盤投・やり投・ハンマー投※ 

 ※棒高跳、ハンマー投は学内者のみ出場可能 

［女子 19種目］ 

100m・200m・400m・800m・1500m・5000ｍ・100mH・400mH・3000mSC・4×100ｍＲ・4×400mR 

走高跳・走幅跳・三段跳・棒高跳※ 

砲丸投・円盤投・やり投・ハンマー投※ 

 ※棒高跳、ハンマー投は学内者のみ出場可能 

 

※どの種目が土曜日、日曜日に開催されるかについては競技会日の 3週間前を目する。 

なお、プログラムについては 10日前に掲載する。 

 


